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研究成果の概要（和文）：古代ギリシアの民主政は、アゴーンと呼ばれる、全社会的な競合原理を重要な基盤の一つと
している。これは運動競技や文芸活動など幅広く展開されていたものであるので、政治史的分析だけでは古代民主政成
立過程を十分に解明することはできない。歴史学以外の研究分担者と協力し、伝承史料だけでなく、叙事詩などの文芸
史料、立像・墓碑等図像史料を活用しつつ、古代民主政成立過程を、社会総体のダイナミズムという観点から複眼的・
多角的に解明を進めた。

研究成果の概要（英文）：One of basic eleme'nts of the democracy in the ancient Greece was 'agon'.
It meant competitive behavior in many area, not only political sphere but also gymnastic sphere and 
others. Therefore it is necessary for understanding the process of emergence of ancient Greek democracy 
to analyze classical texts like as heroic epics, images on tomb stone or gymnastic philosophy. These 
materials show the unique style of competitive behavior in ancient Greek society.
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１．研究開始当初の背景 
 
古代ギリシアにおける歴史の世界史的価

値の一つは、市民社会と民主政が育まれたこ
とにある。しかし、実態としては、近代的人
権思想とは無縁な社会的前提のため、社会構
成員の生命や活動の保全を訴えることが単
独で効果的な政治的・社会的推進力になると
は限らず、むしろ、競争的な行動様式が社会
全体に顕著に見られた。 
従来の研究では、アルカイック期における

民主政成立過程の研究というと、いきおい平
民と「貴族」の闘争という側面から語られる
ことが多かった。しかし、研究代表者は、競
合する上層市民が、民主政の制度的枠組を、
権力闘争の舞台として好都合なものと見た、
という側面にも注意を払いながらこれまで
の研究を進めて現在に至っている。また、競
合関係を、下層・中層の住民層まで含んだ、
かつ、政治的行為だけではない他の営みまで
含んだ、広い社会的行動様式全体の中に位置
付ける作業は、さらに開拓されるべき研究内
容である。 
 他方、運動競技などについての先行研究で
は、競合行為の文化の社会総体の中での意義
や、その民主政形成史との関係は、軽く触れ
られるだけで、十分に解析されているとは言
えない。 
このように、研究代表者のこれまでの研究

からの発展軌道と、先行研究の不十分な領域
とが交わるところに、本研究の学術的背景が
あり、研究分担者と協力して実現するもので
ある。 
 
２．研究の目的 
 
古代ギリシアの民主政は人権思想等を前

提とせずに成立し、アゴーンと呼ばれる、全
社会的な競合原理を重要な基盤の一つとし
ている。これは運動競技や文芸活動など幅広
く展開されていたものであるので、政治史的
分析だけでは古代民主政成立過程を十分に
解明することはできない。歴史学以外の研究
分担者と協力し、伝承史料だけでなく、叙事
詩などの文芸史料、立像・墓碑等図像史料を
活用しつつ、古代民主政成立過程を、社会総
体のダイナミズムという観点から複眼的・多
角的に解明する。史料が少ないアルカイック
期の歴史研究に新たな可能性を拓く。 

 
３．研究の方法 
 
本研究は３種の活動領域から成る：(a)文

献研究（英雄叙事詩と競技祝勝歌を用いるア
ゴーン（競合行為）の分析）；(b)立像・図像
史料（特に墓碑）及び写本史料（欧米各国博
物館等に散在）の実見調査；(c)立像・図像
史料が位置する「場」（ギリシア各地）の実
地調査。 
本研究は３カ年で発展的に進行する：第１

年度は、文献研究と立像・図像史料の収集（所
蔵地での現物の撮影等）と分析を進め、本研
究の基盤を固める；第２年度は、文献研究、
史料収集分析の継続と共に、「場」の実地調
査を展開する；最終年度は、先行年次の内容
を補足・拡充する活動を進めると共に、国内
外での成果公開、討論を踏まえ、単行本の刊
行を準備する。 
 
４．研究成果 
 
 先ず、古典期の民主政に先立つアゴーンに
ついて、公の場での意思決定の法則性の一部
を解明することができた。これは従来は当該
の問題に関する史料としてはあまり扱われ
てこなかった叙事詩の分析から明らかにな
ったものである。発言の強制力は、前例や先
行事象をいかに巧みに利用するかという点
に依存する部分が大きい。その際、古代ギリ
シアの場合、古代エジプトと比べて、発言者
が直接体験した具体的な出来事であること
が重視される傾向がある。この点で比較史的
方法によりギリシアの特性をより明確にす
ることは今後の課題である。 
 また、運動競技については、単に肉体的な
優劣だけではなく、倫理的・思想的問題や社
会的地位の表現ともなる。墓碑などにおいて
は、それが図像的表現の技法に反映してくる。 
図像資料にみるアゴーンとして、調査の中

心に据えたのは墓碑浮き彫りである。古代ギ
リシア、とりわけアッティカ地方では、故人
の生前の姿を浮き彫り等で表した墓碑が建
立された。なかでもアルカイック期に好まれ
たのは兵士像とアスリート像である。女性像
が登場するのは、現存資料で確認できる限り、
古典期以降であるため、今回の調査対象には
含まれていない。 
 アルカイック期の墓碑に表された男性像
を整理した結果、以下のことが明らかになっ
た。すなわち、上述の兵士像、アスリート像
の他、当時の墓碑には、神官やいわゆる市民
像も見受けられる。そのうちアスリート像は
前 560 年頃に成立していたが、これ以外の 3
種は、それよりも 30 年ほど成立が遅れ、前
530 年頃から墓碑に登場するようになった。 
 アルカイック期のこうした状況を鑑みる
に、重要なのは故人の記念像としてのアスリ
ート像の図像および意味の変遷の把握とい
うことになる。アスリート像だけが表現され
た時代と、兵士像や市民像など複数ある中の
一主題としてアスリート像が表された時代
では、この図像が担った意味が変化したこと
が想定されたわけである。 
 結論としては、第一に、アスリート像を表
現した墓碑の被葬者は、おそらくどの時期に
おいても夭逝した男性であった可能性が大
きいことが挙げられる。墓碑図像のレパート
リーがアスリート像に限られていた時期で
あってもこれは当てはまる。墓碑の全てに故
人像が表されたわけではなく、夭逝した故人



の墓碑に限って図像表現がなされたと考え
られるのである。第二に、墓碑の図像表現が
拡大した前 6世紀末になると、アスリート像
は被葬者の若さや幼さを強調する図像に変
化した。アスリートとはいっても、競技者で
はなく、体育場に通う少年として、あるいは
さらにこれに、当時の貴族の風習であった少
年愛の「若衆」としての特徴が加味された図
像が成立した。このことから、前 6世紀の間
に、アスリート像が若く逞しい身体の持ち主
という意味から、高貴な身分の若者の示唆へ
と、役割を変化させたことがうかがえる。 
 なお、これらの研究成果の一部はオースト
リアの国際学会で発表され、英語論文として
公開されており、国際的な成果発信も行われ
ている。 
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